
3 

特集“生物時計関連遺伝子"にあたって

富岡憲治

山口大学理学部自然情報科学科 ・時間学研究所

生物時計の研究は、生物をブラックボ

ックスとして扱うカイネテイカルな研究

から、 1970~80年代の生理学的な研究へ

と進んできたり。この過程で、生物時計が

自律振動であるが環境サイクルに同調す

れつつある。

しかし、遺伝子レベルでの研究が進展

するにつれ、共通面ばかりではなく特殊

性もしばしば見出されるようになってき

た。晴乳類とDrosophilaで、は随所に少しず

ること、温度補償性をもつこと、 リミ ッ つ違いがあるし、も っと意外なことに、

トサイ クルに代表される物理的な振動現 他の昆虫ではDrosophilaと同ーの時計機構

象の特性を持つことなど、多くの生物に が働くことを示した報告はほとんどない。

共通した時計の特性がほぼ明らかにされ むしろ、少し違ったメカニズムが示唆さ

た。また、特に動物では時計の局在性が れている例の方が多い。例えば、ヤママ

研究され、脊椎動物では網膜、松果体、 ユガではper、timは同じ細胞で発現し、

視交叉上核が、昆虫では前大脳、視葉な PER、TIM蛋白量の変動に概日リズムもあ

どが時計組織として認められるに至って るが、 PER、TIMの核移行は観察されてい

いる 。これらはいずれも光入力系のすぐ ない九 同様に竹田らの研究叫こよれば、ワ

近傍に位置しており、光同調性への合目 モンゴキブリのPER量は日周変動も核移行

的性を示すと共に、時計の所在のある種 も示さない。さらに、らん藻やアカバン

の共通性をも物語っている。このように、 カピ、高等植物ではこれらとは大きく異

カイネテイカルな研究、比較生理学的研 なる遺伝子の関与が示されている。この

究を通して、生物時計が共通の性質を持 ような違いはどこに起因するのであろう

つことが常に強調されてきた。このよう か?

な共通性は、 1980年代半ばから急激に進 このような状況の下で、時計の成り立

展してきた遺伝子 レベルの研究において ちを知る上でも、これまでに時計に関連

も見出されている九 その最たるものは、 した遺伝子として注目されてきた遺伝子

フィードパック機構による遺伝子発現の が、どういう素性のものなのかを知るこ

周期性であろう 。驚くべきことに、晴乳 とはとても重要なことのように思われる。

類とDrosophiJaでper、tim、cJock、bmal1、 そこで、この特集では、編集委員の先生

cryといった共通の遺伝子が時計機構の中 方と相談の上で、時計関連遺伝子のいく

で主要な役割を担っていることが証明さ っかについて特に詳しい方々に解説をお
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願いした。大いに参考にしていただきた

いと思う 。最後に、お忙 しい中、貴重な

時間を割いてご執筆くださった先生方に、

この場をお借り して御礼申 し上げる。
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